
Title ナルシシズム性人格に関する一研究 : 自尊感情の水
準及び不安定性との関係についての実証的研究

Author(s) 相澤, 直樹

Citation 大阪大学教育学年報. 2000, 5, p. 99-111

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/4536

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



大 阪 大 学 教 育 学 年 報 第5号(2000年)

A㎜a150fEdロca`ゴ α1a1∫ 如dje5VoL5
99

ナルシシズム性人格に関す る一研究

一自尊感情の水準及び不安定性との関係についての実証的研究一

相 澤 直 樹

【要旨】

本研究の目的は、ナルシシズム性人格と自尊感情の関係を検討することにある。まず、ナルシシ
ズム性人格構造の考察から、自尊感情の高低水準だけでなく不安定性を考慮する必要が示唆された

ので、自尊感情の不安定性の測定法として、「自尊感情の反復評定法」と 「不安定性の自己報告法」

を用いた。また、従来論 じられてきたナルシシズム性人格の2特 性 として 「無関心性」と 「過剰警

戒性」を取り上げ、それぞれを測定する尺度として 「ナルシシスティックパーソナリティ尺度」 と

「対人恐怖心性尺度」を用いた。以上の尺度を青年期の男女に実施 した。その結果、反復評定法を用
いた分析において、ナルシシスティックパーソナリティ尺度の 「統率性 ・他者の操作因子」と 「自

己耽溺因子」、及び、対人恐怖心性尺度の 「否定的な公的自意識因子」において、自尊感情の不安定

性との間に有意な正の関係が検証された。 しかし、自己報告法を用いた分析では、明確な結果は得

られなかった。以上の結果について考察を行い、今後の展望を論 じた。

1目 的

ナルシシズムとい う用語が 「自己愛」 と邦訳されるように、ナルシシズムは自尊感情 と関

係の深い概念である。また、ナルキ ッソス神話の主人公の(泉 に映る自らの姿を愛する)イ

メージか らも、ナルシシス トは自分のことをこよな く愛 している人と理解 されることが多い。

しか し、ナルシシズムは自尊感情 と同一の概念ではない。むしろ、DSM-IV(APAl994)

の中に、「ナルシシズム性入格障害」 とい う診断基準が設けられているように、その程度が

強まれば心理的な障害にもつながるような自己感情の様態である。それでは、ナルシシズム

性人格 と自尊感情 とはどのような関係にあるのか、その点 を実証的に検討することが本研究

の目的である。

H:ナ ルシシズム性人格の人格構造

ナ ル シ シズ ム 姓 人 格(NarcissisticPersonality)の 人 格 構 造 に 関 して は 、 従 来 さ ま ざ ま な研

究 者 に よ っ て論 じ られ て き た。 そ の 主 な もの と し て 、KembergとKohutに よ る研 究 が 挙 げ ら

れ よ う。

0.Kemberg(1982,1985)は 、Jacobsonの 精 神 分 析 学 的発 達 論 とMahlerの 乳 幼 児 分 離 個 体 化

理 論 に依 拠 して 、 ナ ル シ シ ズ ム 性 人 格 障 害 の 人格 構 造 を論 じて い る。 そ れ に よる と、 こ の 人

格 障 害 で は 、 内 的世 界 が 「陽性 の 自 己 一 対 象 表 象 」 と 「陰 性 の 自己 一対 象 表 象 」 に分 割 され



100 相 澤 直 樹

ている初期段階から、対象表象の情緒的恒常性が達成 されるに至る過程に問題が生 じる。そ

のため、陽性の自己一対象表象はすべて自己表象に取 り込 まれて 「病的な誇大 自己」 を形成

し、陰性の自己一対象表象 は他者 に投影 されて、空虚で攻撃的な対象表象を形成する。この

ように病的 に歪め られた人格構造がナルシシズム性 人格障害の臨床像 を形成する。一方、

H.Kohut(1971,1977)は 、蒼古的誇大感 ・万能感 を乳幼児に生得的な ものとして仮定する。

それはやがて誇大的顕示的自己イメージと理想化 された親 イマーゴへと変化し、最終的には

2つ の自己評価調節機能(健 全な野心 と現実的な理想)を 形成することになる。 しか し、そ

の過程で幼児が深刻な傷つ きを体験すると、2つ の蒼古的な誇大感 ・万能感がそのまま残存

しナルシシズム性人格障害の諸症状 を形成することになる。

両者の理論は、ともにナルシシズム性人格の基底に 「自己誇大欲求」を見いだしている点

で共通 している。 したが って、少なくとも、ナルシシズム性人格 とは自己誇大欲求 によって

もたらされる性格傾向であると言 える。一般に自己誇大欲求が強いと、次のような事態が推

測 される。 自己誇大欲求とは 「自分を理想化 したい、万能であると思いたい」 という欲求で

あるから、それと比較 して、 日常生活での現実的な経験は過度に否定的で受け入れがたいも

のとして経験 される。それゆえ、「自己誇大欲求」 と 「それに比 して否定的に評価 された現

実経験」 という 「2極構造」が生 じてくるであろう。 この 「2極構造」が、以下に述べるよ

うなナルシシズム性人格の諸特徴を形成するものと考えられる。換言すれば、ナルシシズム

性人格 とは、自分を理想化 したい欲求が強いために、現実経験が否定的で受け入れ難 く感 じ

られる人のことなのである。ただし、ナルシシズム性人格そのものが病的なものか といえば、

必ず しもそうではない。自己誇大欲求は決 して病的なものではな く、「自分を理想化 したい」

と願う気持 ちは一般 に広 く認め られるものであろう。それ故、ナルシシズム性人格 も、程度

の差 はあれ一般健常者の中にも認め られると考えられる。

HI:ナ ルシシズム性人格の諸特徴と入格構造

従来の研究では、ナルシシズム性人格の行動的 ・性格的特徴 として、自己誇大感や万能感、

他者への共感性の低 さ等が指摘 されることが多かった。 しか し、Gabbard(1994)は 、臨床

観察からナルシシズム性人格障害に 「無関心なナルシシス ト」と 「警戒過剰なナルシシス ト」

の二つのタイプがあることを指摘 した。前者は、傲慢で攻撃的、自己中心的、注 目願望、 自

己主張性、他者への鈍感 さなどを特徴 とするナル シシス トであ り、後者は、傷つ きやす さ、

内気、自己抑制的、注 目回避、他者への過敏 さなどを特徴 とするナルシシス トである。ただ、

Gabbard自 身も 「多 くの患者は2つ のタイプの混合 した現象的様相 を呈す る(邦 訳pgl)」 と

指摘するように、それらの特徴は一人のナルシシズム性人格の中に共存す ることが多い。そ

の意味では、ナルシシズム性人格の2つ のタイプとするよりも、ナルシシズム性人格に含 ま

れる2つ の特性 と位置づける方が妥当であろう。そこで、両者をナルシシズム性人格におけ

る 「無関心性」及び 「過剰警戒性」 として概念化する。

このナルシシズム性人格の2特 性 と人格構造における2極 構造は、相互 に対応関係にある
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ものと考えられる。つまり、傲慢 さ、攻撃性、自己中心性などを特徴 とする無関心性 は、人

格構造 における誇大自己欲求から生 じ、一方、傷つきやすさ、内気、自己抑制的などを特徴

とする過剰警戒性は、過度に否定的に評価された現実経験か ら生 じて くると考えられる。そ

して、それ らが混在するかたちで一つのナルシシズム性人格が形成 される。ただし、両特性

が必ず しも同程度に混在するとは限 らない。なぜなら、2極 構造のどちらが個人の自己意識

の中心 に位置付 くかについては、個人差が考えられるか らである。ある人は、自己誇大欲求

の方を意識することが多 く、無関心性が優位 なナルシシズム性人格 を示すかもしれない。 ま

た、他の人は、否定的な現実経験の方ばか りを気にするために、過剰警戒性が優位なナルシ

シズム性人格 を示すかもしれない。その意味で、ナルシシズム性人格 と言って も、個人によ

ってその現れ方が異なって くる と考え られるのであ る。以上の ような関係 をまとめる と、

(図1)の ように表現することができる。

人格

下位特性

人格構造

ナル シシズム性人格

無関心性 過剰警歳性

… … 自己 意 臓 の 中 心 … … 一

自己誇大欲求 過度に否定的に

評価 された現実経験

(図1)ナ ル シシズム性人格の諸特徴 と人格構遣

IV:ナ ルシシズム性入格と自尊感情

以上のように自己誇大欲求 と否定的に評価 された現実経験の2極 構造を仮定すると、自尊

感情 との関係については以下のように推測で きる。つま り、ナルシシズム性人格では、自尊

感情は2極 構造の間で基本的に不安定なものになると考えられる。ここで、自尊感情の不安

定性がナルシシズム性人格を理解するうえでの重要な要因として浮かび上がって くる。ただ

し、前述 したナルシシズム性人格の個人差 を考慮すると、無関心性 と過剰警戒性では自尊感

情の不安定性の現れ方が次の ように異なって くると考えられる。つまり、2極 構造のうち自

己誇大欲求の方に自己意識の中心が向けられれば、誇大的 ・万能的な自己像 と、傲慢さや自

己中心性を中心とする行動特徴が前面化 して、無関心性の諸特徴 を強 く示す もの と推測 され

る。その場合、日常的には肯定的な水準 にある自尊感情が、否定的な現実経験に直面 して一

時的に過度に否定的な水準へ低下す るとい う形で、 自尊感情の不安定性が生 じるであろう。
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したがって、「自尊感情の水準が肯定的で、かつ、不安定性 の高い人が最 も強い無関心性の

特性を示すであろう」 と推測される。一方で、過小評価 された現実経験 の方に自己意識の中

心が向けられれば、否定的な自己像 と、内気や自己抑制性などを中心とす る行動特徴が前面

化 して、過剰警戒性の諸特徴を強 く示すことになると推測 される。その場合、日常的には否

定的な水準 にある自尊感情が、自己誇大欲求の影響で一時的に肯定的な水準へと上昇すると

い う形で、不安定性が現れるであろう。それゆえに、「自尊感情の水準が否定的で、かつ、

不安定性の高い人が最も強い過剰警戒性の特性 を示すであろう」 と推測 される。

V:方 法

本研究では、ナルシシズム性人格の特性 として無関心性 と過剰警戒性の二つを取 り上げた。

無関心性 は、DSMの 「ナルシシズム性人格障害」の基準 に類似 していることから、それに

準拠する形で一般健常者のナルシシズムを測定するために作成 された、RaskinとHall(1979)

による 「ナルシシスティック ・パーソナリティ ・インベン トリー(NPI)」 を用いた。過剰

警戒性については、岡野(1998)が 「対人恐怖」 との類似性を指摘 していることから、相澤

(1997)に よって一般健常者の対人恐怖的心性 を測定す るために作成 された 「対人恐怖心性

尺度」 を用いた。

両尺度 を含め、以下の尺度群か らなる調査質問用紙 を一般の青年期男女を対象に実施 した。

①Raskin&Hal1(1979)に よるNPIの 大 石(堀 ・山本 ・松 井 編1994)に よ る邦 訳 版

② 相 澤(1997)に よる対 人 恐 怖 心 性 尺 度

③Rosenberg(1965)の 自尊 感 情 尺 度 の 山 本 ・松 井 ・山 成(1982)に よ る邦 訳 版

④Kemisetal(1989)に よ る 自尊 感 情 の 安 定 性 の 測 定 法 に準 拠 し た、5日 間反 復 評 定 法 に

よ る 自尊 感 情 の不 安 定 性 尺 度

⑤Kemisetal(1993)に よ る 自尊 感 情 の 安 定 性 の 測 定 法 に準 拠 し た、 自己 報 告 法 に よ る 自

尊 感 情 の不 安 定 性 尺 度

なお、③は被験者の自尊感情の水準(高 低)を 評定するための ものである。 また、④の反

復評定法は、被験者が1週 間の内5日 、夜間にRosenbergの 自尊感情尺度を繰 り返 し評定す

る方法である。 また、⑤ に関 しては、Rosenbergの 自尊感情尺度の各項 目に対 し、その安定

性 を5段 階で評定 させる方法 を用いた。
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VI:結 果

A.調 査期間と対象

本調査 は1997年6月 ～11月 の期間に実施された。回収 された質問紙のうち、反復評定法に

おいて1週 間以内に4回 以上自尊感情評定を行 った被験者のみを分析の対象 とした。その結

果、有効回答数は147(男 性57女 性90、年齢平均2i.3標準偏差1.7)と なった。

B.因 子分析

本研究の被験者数では、各尺度の因子分析 を実施する上で被験者数の不足 が懸念 された。

そこで、並行 して実施 していた同様の調査質問紙(反 復評定期間が2日 間である点を除いて

は、本調査 と基本的に同様である)か ら得 られたデータと併せ て、272人 の回答結果をもと

に因子分析 を行 った。

①NPI… 各項目の項目分析(度 数分布、項目一総得点間相関の検討)を 行った結果、

15項 目が削除された。残 りの39項 目に斜交回転(プ ロマ ックス法)に よる主成分分析 を

施 した結果、内容的に妥当な因子構i造として5因 子構造が抽出された。因子負荷が0.35

以下の6項 目を削除 し、再度主成分分析 を施 して、最終的な5因 子構造が確定 された

(表1)。 信頼性係数は0.82であった。

(表1>NPIの 主成分分析結果
FIF2F3F4F5

第1因 子 「権 威 願 望 ・注 目 願 望 」

44.私 は、注目の的になってみたいという露拷ちがある。

12.ど ちらかと言えば、私は注目される人目になりたい。

38。aは支巴穣が強い方だと思う。

13.乱 期}ず虞萌してみせる。

48.私 はえらい人だと言われる人閏になりたヒ}。

.70.24。31

.64.25●43

.62・40・23

。6i.16.21

.58●34.08

.33一.Ol

.42.02

.22一.05

.29.08

。19一.04(飽6項 目)

第2因 子 「統 率 性 ・他 者 の 操 作 」

15。私は良いリータ鴇一になれる自信炉ある◎

47.蓼/はもともとり一タ,一になるのが粧楯に含っている●

19.自 分の忌い道りに人を聾かすことは、それほど難しいことではをい。

14。乱は才傭に塞まれた人閏だと馨う●

.29

.33

.17

.26

.79.13.35。40

●68・17.42一.01

.54.25.11.1重

.53.13.35.40{傭3頑 目)

第3因 子 「臼 己 耽 溺 」

21.私 に臼分の体を人に自慢したいという気持ちがある。

42.私 纏麓を見るのが痔きだ.

19.私 は自分の体を見るのが癬きだ.

.22.23.69.15

.26一.10.69.02

.07●37。66.15

・
.08

.16

.14(弛3項 目)

第4因 子 「主 張 性 ・顯 示 性 」

33.い つも乱賭 しているうちじ、蓄の中心になってしまう。

32.人 は雛でも犠の話を喜ん煽 きたがる.

.16。24。20。?7.17

.12●10・24.63.37{鶴 環巨》

第5因 子 「特 権 性 ・特 殊 性 」

49.&ガ 言えぽ、どんなことでもゐんを信用してくれる。

22● 載には、人の鱗 ちをずぽり養みとるカがあると思う●

41.人 に妊かれるのは、徹自身にどこ幌 力的なところがあるからだと忌う.

.09

.19

.06

.13.09。00.64

.02。09.31.61

.14ゆ21.00σ50(鶴 覆目)
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②対人恐 怖心性尺度 …NPIと 同様の項 目分析を行 ったが、問題のある項 目はなかっ

た。そこで、全項 目に対 し直交回転(バ リマ ックス法)に よる主成分分析を施 した結果、

内容的に妥当な因子構造 として6因 子構造が抽出された。因子負荷量が0.4以下の3項 目

を削除 し、再度主成分分析 を施 して、最終的な6因 子構造が確定 された(表2)。 信頼

性係数は0.93であった。

(表2》 対人恐怖心性尺度の主成分分析結果
FlF2P3F4F5F6

第1因 子 「対 人 場 面 に お け る 違 和 感 」

03.人 と心を鋼いて醤することガできない.

26.人 と心から打ち鰹けて話すことができない.

01.人 とホ当になじめない.

10.人 と自無につき合えない.

.83.07.09.互8

.81.06.13.08

.72.21.12.25

.65.26。26.13

.15.02

.12.11

.14一.07

.25.19(億3項 目)

第2因 子 「否 定 的 な 公 的 自 意 識 」

24.人 が集まって笑いあったりしていると、臼分のことが笑われているように馨えてしまう。

30.耀 りの人に、自分搬 な人に馨われているのではないかと不安になる。

07.人 といると、臼分の熱 など鞍 で砥ないかと、強い不安を馨じる。

35.何 か注意されたりち≧っと吃られただけで気ガ転鯛しみじめになる。

。09.73.14.05.06

.05.67.13.48.00

.27.55.17.17.06

.17.53一.02.25.17

.02

.08

.08

.04(盈3稲)

第3因 子 「異 性 に 対 す る 心 的 苦 痛 」

37.異 嘗の人と話ができない.

38.異 牲といると、特に緊聲する。

11.異 性に置づきたいにもかかわらず、遷けてしまう◎

.24.10.83.12.06

.16.15.80。07.08

.20.05.70。24.19

.16

.26

.14(侮2項 目〉

第4因 子 「他 者 優 位 」

23.自 信が持てず掘手獅 になってしまう。

32.麗 りの人に認められたいができない。

31.人 との話に闘が空き、話せなくなることがありつらい。

.09.19

.14。22

.26.13

.21.62・17.17

.19。62.06.13

.36.57913.05く 億2項 目》

第5因 子 「多 数 の 人 に 対 す る 心 的 苦 痛 」

09.人 が大勢いると、圧傷されてしまう。

13,人 が集まっているところには行きづらい.

.04.15。15.07・78●13

.31.11.15.02.72.05(豊3項 目)

第6因 子 「対 人 場 面 に お け る 身 体 反 応 」

!8.人 といるとき、簾がこわぼったり赤くなって緊彊する.

16.人 と対応するとき、頷がこわぼったり参くなるのではないかと舞い.

.10。15.i2.董6.07.81

.14.12.16.23。27.70(億i項 目)

C.自 尊感情の不安定性尺度

① 反復評定法 … 反復評定法 に基づ く自尊感情の不安定性得点 としては、各被験者内の

5回 ～4回 分の自尊感情評定総得点の標準偏差値を用いた。平均値は2.81、標準偏差は

2.03であった。

② 自己報告法 … 各項目の度数分布では、極端 に分布 に問題がある項 目はなかった。 ま

た、項目一総得点問相関ではおおむね0.4以上の値を示 し、全10項 目の信頼性係数 も0.79

を示 した。そこで比較的十分 な内的一貫性をもつ ものと解釈 し、総得点を用いて不安定

性の測度 とした。
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D.NPlと 自尊感情の関係

①反復評定法による測度を用いて

NPIと 自尊感情の関係を検討するために、NPIの 総得点 と各因子得点を目的変数

とし、自尊感情の水準 と不安定性 を要因とする、平均値の2要 因分散分析 を行った。群

分割には上位下位各50人 を基準 とした。結果を(表3)に 示す。平均値の値 は、第4因

(表3)NPI各 得点の2妻 因分散分析(1)(不 安定住の測度:反 復評定法 》

①総得点
自尊感情の水準

不
安
定

廟レ→

④第3因 子 《自匠爆5)

自尊感情の水準
不

安

定

低 高

低 43.71 46.81

高 42.25 49.92

低 高
低 8.298.41

高 7.67夏0.23

②第1因 子(矧 瞳・注目脳}
自尊感傭の水準

不

安

定

低 高
低 15.64 16.68

高 15.79 17.38

⑤第4因 子(主雛・蘇怪)
自尊感惰の水準

低 高
低 5.07 5.77

高 4.88 5.77

③第2因 子(統鞄・鰭硝露》

自尊感情の水準

不

安

定
(5瓢霧意な交互作用》

⑥第5因 子(特難・特難)

自尊愚情の水準

低 高
低 8.14 8.59

高 7.79 9.69

低 高
低 6.57 7.14

高 6。12 6.85

(跳槌 な姫 観 》 → 一ウ →

8→→:1露有意な主燃 →;5Z有意な主縣

串被●考数:淋準伝不簑定:14高 樽僑不安定:22(艦癒点では21)廷 ホ準畜不安定:24高樽 高不安定:13

子 及 び 第5因 子 以 外 の す べ て の 得 点 で 、高 水 準 一高 不 安 定 群 が 最 も高 い値 を示 し た 。 し

か し、 検 定 の 結 果 で は 、 総 得 点 、 第4因 子 、 第5因 子 で 水 準 の 主 効 果 の み 有 意 とな り、

自 尊 感 情 が 高 い 人 の 方 が 得 点 が 高 い こ とが 示 さ れ た{総 得点F(1.68)=17.28p<.01,F4

F(1.69)=7.32p<.Ol,F5F(L69)=4.64p<b5}。 一 方 、 第2因 子 「統 率 性 ・他 者 の 操 作 」 と第3

因 子 「自 己 耽 溺 」 で 有 意 な 交 互 作 用 が 検 出 さ れ た{F2F(1,69)=3.97p<.05,F3

F(1,69)=9.20p<.01}の で 、 単 純 主 効 果 の検 定 を行 っ た(図2)。 そ の結 果 、 両 因 子 にお い

て 、 高 水 準 一高 不 安 定 群 が 高 水 準 一低 不 安 定 群 、 及 び 、 低 水 準 一高 不 安 定 群 よ り も有 意 に高

い 平 均 値 を示 す こ とが 検 証 され た。 この 結 果 か ら、 高 水 準 一高 不 安 定 群 が 、 高 水 準 低 不

安 定 群 と低 水 準 一高 不 安 定 群 よ り も強 い 「統 率 性 ・他 者 の 操 作 」 と 「自 己耽 溺 」 を 表 す ご

(図2)NPI得 点の 単純主 効果 の検定(不 安定性 の測 度:反 復評 定法)

① 第2因 子 「統寧 性 ・億者の 操作 」 ②第3因 子 「自己耽 溺 」
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とが 示 唆 され た。

② 自己 報 告 法 に よ る 測 度 を用 い て

自 己 報 告 法 に よ る不 安 定 性 の 測 度 を用 い て 、 同様 の2要 因 分 散 分 析 を行 っ た 。 結 果 を

(表4)に 示 す 。 平 均 値 の 値 自体 は 高 水 準 一低 不 安 定 群 が 最 も高 い 値 を示 し た。 検:定 の 結

果 、 第1因 子 、 第2因 子 、 第4因 子 に お い て 水 準 の 主 効 果 の み が 有 意 と な り、 自尊 感 情

が 高 い ほ ど 各 因 子 の 得 点 が 高 い こ と が 示 さ れ た{FIF(1,70)=4.94p<.Ol,F2

F(1,70)=9.49p<.01,F4F(1,70)=12.54p<.Ol}。 総 得 点 、 第3因 子 、 第4因 子 で は有 意 な交 互

作 用 が み られ た の で 、 単 純 主 効 果 の 検 定 を行 っ た 。 しか し、 高 水 準 一高 不 安 定 群 と高 水

準 一低 不 安 定 群 の 間 に 有 意 な差 は 検 証 され なか っ た 。

(表4)NPI各 得点の2要 因分散分析(2)(不 安定性の測度:自 己報告法)

①総得点

自尊愚情の水準
不

安

定

(1器纏な短朝)

④第3因 子(記 輔》

自尊感情の水準
不

安

定

(5器有意な交互作屠》

低 高
低 37.92 47.54

高 42.93 44.88

低 高
低 6.67 8.81

高 8.04 8.38

②第1因 子(権腿望・注韻望》

自尊感情の水準
不

安

定
→

⑤ 第4因 子(主難 ・護示性》

臼尊 感 情 の 水 準

低 高

低 14.00 16.81

高 15.64 15.75

低 高
低 4.50 5.85

高 5.00 5.88

③第2因 子(僻 性・鯖畷作)
自尊感情の水準

不

安

定
→ →

⑥第5因 子《特難・特難)
自尊感情の水準

低 高
低 7.25 9.00

高 7.82 8.38

低 高
低 6.57 7.14

高 6.12 6。85

→ 一レ(5器 有慧な交互伴用》

*→→:1器有意な主麺果 →:5駕有意な主頻果

零ぬ 者数=ほ水箪儀不安定:12高*準 蟹不安定:26話 ホ準畜不安定:28高 水準畜不安定:8

E.対 人 恐 怖 心 性 尺 度 と 自尊 感 情 の 関 係

① 反復 評 定 法 に よ る 測 度 を用 い て

対 人 恐 怖 心 性 尺 度 と 自尊 感 情 の 関 係 を検 討 す る た め に 、 対 人 恐 怖 心 性 尺 度 の 総 得 点 、

及 び 、 各 因 子 得 点 を 目 的 変 数 と し、 自尊 感 情 の 水 準 と不 安 定 性 を2要 因 と す る、 平 均 値

の2要 因 分散 分 析 を行 っ た。群 分 割 の 基 準 は上 位 下 位 各50人 を用 い た 。結 果 を(表5)

に示 す 。 平 均 値 の 値 は 、 第3因 子 と第5因 子 以 外 は 、 低 水 準 一高 不 安 定 群 が 最 も高 い 値

を示 した 。 しか し、 第2因 子 「否 定 的 な公 的 自意 識 」 以 外 の す べ て の 得 点 で水 準 の 主 効

果の み が有 意 とな り{総得点F(1,70)=26.48p<.Ol,FIF(1,70)=14.31p<.Ol,F3F(1,70)=6.71p<.05,F4

F(1,70)=31.17p<.01,F5F(1,70)=14.66pぐ01,F6F(1,70)=459p<.05}、 自尊 感 情 の低 い 人 ほ ど

対 人 恐 怖 心 性 が 強 い こ とが 示 され た 。 一 方 、 第2因 子 「否 定 的 な公 的 自意 識 」 に お い て

は 、 自 尊 感 情 の 水 準 の 主 効 果 、 不 安 定 性 の 主 効 果 が と も に 有 意 と な っ た

{F(1,70)=18.93p<.01,F(1,70)=7.82p<.01}。 した が っ て 自尊 感 情 が 低 い 人 ほ ど、 ま た不 安 定

性 が 高 い 人 ほ ど、 強 い 「否 定 的 な公 的 自意 識 」 を抱 い て い る こ とが 検 証 さ れ た 。

② 自己 報 告 法 に よ る測 度 を 用 い て

自 己 報 告 法 に よ る 自尊 感 情 の 不 安 定 性 得 点 を用 い て 、 同 様 の2要 因分 散 分 析 を行 っ た 。
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(表5)対 人恐怖心性尺度各得点の2要 因分散分析(1)(不 安定性の測度:反 復評定法)

①総得点
薗尊感情の水準

不

定
q一 ←

④第3因 辛(難 耐する心酷痛》
自尊惑情の水準

不

安
定

←

⑦第6因 子(対人脂儲け勧繍)

自尊感情の水準

不

安
定

←

低 高
低 110.29 85.43

高 115.54 89.92

低 高

低 16.00 12.73

高 15.62 13.07

優 高
低 8.07 7.05

高 8.08 6.07

②第1因 子(以聴に鮒繕髄)
自尊感情の水準

不

安

定
← ←

⑤第4因 子(鯖髄)

自尊感柵の水準

不

安

定
噂師←

低 高
低 20.71 16.09

高 21.62 17.〔 η

低 高

低22.71 16,81

高24.79 17.43

③第2因 子(否魎松鮪鰍)
自尊惑情の水準

不

安 ↓

定 ↓
← ←

⑥第5因 子(鍬 の人凶する心糖癖)

自尊感精の水準

不

安

定
← ←

低 高
低20.7119.重4

高28.0022.57

低 高
低 18.42 13.95

高 17.42 14.07

ホ→→:1鑑有嚢な主勢果 →:5瓢構 な主頻県

零㎜:猷 準藍不安定:14高 水準伝不安建:22(艦 得点では21》

儀水攣高不安定:24高 ホ撃高不安定:14(雄 得点でほ13》

(表6)対 人恐怖心性尺度各得点の2要 因分散分析(2》(不 安定性の測度:自 己報告法)

①総得点
自尊感情の水準

不

安

定
く1%有勲短観)

④第3因 子《難に樽る心鰭船
自尊感構の水準

不

安

定
← ←

⑦第6因 子(対網醜鮒る射購

自尊感構の水準
不

安
定

←

低 高
低 量21.0878.50

高 110.5791.75

低 高

低 16.25 12.04

高 15.68 12.50

低 高

低 8.42 6。11

高 7.89 7.25

②第1因 子(対規敢甜鑓秘)

薗尊感精の水準

不

安

定
《1駕有意な交互露用)

⑤第4因 子伯搬位)

自尊感情の水準

不

安
定

(5毘有意な交互伴用)

低 高
低 23.75 13.85

高 20.25 17.50

低 高
低 25.1715.07

高 23.0418.00

③第2因 子(否定触公舶鰭)

自尊感情の水準

不

安 ↓
定 ↓

(5器槌な交互伴用》

⑥第5因 子(多勧人剛する働苦癌)

自尊感情の水準
不

安

定
← ←

低 高
低29.2518.81

高26.5021.50

低 高
低 18.25 13.22

筒 17,21 15.00

*→→:1駕有意な主効果 →:5毘有遺な主効果

*披験者数:ほ水輔 不安定:12畜 永準弧不安定:27(総 得点では26)

低廓準高不安定:28高 水準高不安竃:8

そ の 結 果 を(表6)に 示 す 。 平 均 値 の 値 は 、 す べ て の 得 点 にお い て 低 水 準 一低 不 安 定 群

が 最 も高 い 値 を示 し た。 検 定 の 結 果 、 水 準 の 主 効 果 の み が 有 意 とな っ た の は 、 第3因 子 、

第5因 子 、 第6因 子 で あ っ た{F3F(1,70)=8.84p<.Ol,F5F(1,70)=8.60pく.Ol,F6

F(1,70)=4.630<.05}。 総 得 点 、 第1因 子 、 第2因 子 、 第4因 子 で は 有 意 な交 互 作 用 が 見 ら

れ た{総 得 点F(1,70)=5.81p<.05,FIF(1,70)=8.60p<.01,F2F(1,70)=4.06p<。05,F4
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F(1,70)=4.03pく.05}。 単糸屯主効果の検定結果、不安定性の効果が見 られたのは第1因 子

「対人場面における違和感」のみであ り、低水準一低不安定群が低水準一高不安定群 と高

水準一低不安定群 よりも強い 「対人場面 における違和感」 を抱いていることが示唆 され

た(図3)。

(図3)対 人恐怖心性尺度得点の単純主効果の検定(不 安定性の測度:自 己報告法》

①第2因 子 「対人場面における違和感」

島 灘 姦 露'…T"一'"='一'一'『"…"'}匡 璽

振.一 臨
10

0 鰍 醗

し

騰巽
旭

w:考 察

A.NPlと 自尊感情の関係について

本研究では 「自尊感情が高 く、かつ、不安定な人が最 も強い無関心性の特性を示すであろ

う」 との仮説のもとに、自尊感情の水準 と不安定性の2要 因でNPI得 点の平均値の分散分

析 を行った。その結果、反復評定法 による不安定性の測度 を用いた場合、第2因 子 「統率

性・他者の操作」 と第3因 子 「自己耽溺」で仮説 を支持する結果を得 た。 しかし、総得点や

他の因子得点では不安定性の有意 な効果は見 られなかった。これらの結果については次のよ

うに考察で きる。

まず、第2因 子 「統率性 ・他者の操作」に有意な結果が見 られた点についてであるが、こ

の因子に含 まれる項 目は、人間関係でリーダーシップや他者操作 を発揮する行動特性を表 し

ている。ただ、それらの行動特性 は、北山(1995)が 「相互協調的自己観」 として指摘する

ような日本の文化的背景の ものでは、否定的な評価を受ける場合が多い と思われる。特 に他

者操作 は自分のために他者を動かす という集団不適応的な態度であろう。それため他者から

の否定的なフィー ドバ ックを受ける可能性があ り、それが自尊感情の不安定性 をより顕著に

した可能性がある。次に、第3因 子 「自己耽溺」に有意な結果が見られた点については、調

査対象が青年期の男女であったことと関係すると思われる。この因子に含 まれる項 目は、自

分の容姿への自信や身体的魅力への耽溺を意味するものである。青年期は一般に成熟 した異

性関係を形成することが重要な発達課題 とな'っており、自己の身体的な魅力の重要性が高ま

る時期である(山 本他1982)。 それゆえ、青年期の 自己誇大欲求は身体的魅力への陶酔 とい

う形で最 も現れやす く、それだけナルシシズム性人格構造 との関係が密接であった と考 えら
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れる。そのために、不安定性 と 「自己耽溺」の関係 も比較的検出されやすかったものと考え

られる。

B=対 人恐怖心性尺度 と自尊感情の関係について

本研究では 「自尊感情が低 く、かつ、不安定な人が最 も強い過剰警戒性の特性を示すであ

ろう」 との仮説に基づ き、対人恐怖心性尺度の各得点の平均値に対 し2要 因分散分析 を行 っ

た。その結果、反復評定法 を自尊感情の不安定性の測度 として用いた分析で、第2因 子 「否

定的な公的自意識」に仮説 を支持する結果を得た。 この結果 については以下のように考察で

きる。

第2因 子に含 まれる項 目群は、他者か らの否定的な評価に対する予期的な不安で構成され

ている。したがって、 この特性は他者か らの評価への過敏性 を高める結果 となりやす く、 も

とか ら不安定な自尊感情 をより不安定なものにしやすい。そのような相互作用のために、不

安定性 との関係が最 も検出 されやすかったのではないか と考えられる。また、ナルシシズム

性人格 という観点か ら見た場合、次のことが言える。各下位 因子の内容をみると、この因子

にナルシシズム性人格構造の特徴(自 己誇大欲求があるために現実的経験が過度に否定的な

ものとして とらえ られる)が 最 も明瞭に反映されていることが分かる。それに対 し、他の因

子の意味する身体反応や行動特徴は、否定的な公的自意識から精神交互作用として知 られる

悪循環(森 田1960)を 通 じて生 じ得るものであるとしても、ナルシシズム性人格構造 に対 し

ては二次的な発生要因である。このようなナルシシズム性人格 との関係の差異が、他の因子

に有意 な結果が得 られなかったことの一つの要因である とも考えられる。

C:反 復評定法 と自己報告法の結果の差異について

本研究では、自尊感情の不安定性の測定法 として反復評定法 と自己報告法を用いたが、両

者は異 なった結果を示 した。この結果については以下のように考察できる。

前述のように、ナルシシズム性人格では、自己誇大欲求 と否定的に評価された現実経験の

2極 構造があると論 じた。 さらに、自己意識の中心が、自己誇大欲求 と否定的な現実経験の

どちらに向けられるかによって、無関心性 と過剰警戒性の どちらが強 く示されるかに個人差

が生 じると推測 した。つま り、前者では誇大な自己意識 に不一致な経験 は無視や忘却 される

可能性が生 じるであろうし、後者では否定的な現実経験 に不一致な自己誇大欲求その ものが

否認されやすい傾向が生 じると考えられる。 この背景の下で、測定法 による違いが生 じて き

たもの と思われる。つまり、反復評定法では、その時その場の自尊感情を評定する訳である

から、否認や忘却の影響を受 けにくく、自尊感情の変化 を抽出することがで きたと考えられ

る。それに対 し、 自己報告法では、日常的な経験 を回顧的に内省する被験者の働 きが介在 し

て くる。そのため、被験者の否認や忘却の影響 を受けやす く、不安定性の効果が現れなかっ

た り、逆に低水準 に安定 していると評定する人と対人恐怖心性の関係が有意 に検出されたの

ではないかと考えられる。以上のように、被験者の否認や忘却の働 きによって今回の結果が

もたらされたものと推測される。
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瓢:総 括と今後の展望

本研究では、自尊感情の不安定性 とい う視点を導入 して、ナルシシズム性人格 と自尊感情

の関係を検討 した。その結果、反復評定法 を用いた分析 で、部分的に仮説を支持する結果が

得 られた。このことは、ナルシシズム性人格の背後 に不安定な自尊感情が潜んでいることを

示唆 している。 しか し、自己報告法 を用いた分析では、仮説を支持するような結果は得られ

なかった。その点については、被験者の否認や忘却 などの影響が考察 された。

ただ、今回の調査で有意 な結果が限定 された ものとなったことには、調査方法や尺度構成

の問題が関係 していると思われる。まず、 自尊感情の不安定性の測定方法の問題が上げられ

る。この点 については、実施条件の統制、測定方法の簡略化等が今後の課題であろう。また、

ナルシシズム尺度の問題 も考慮 される必要がある。無関心性のナルシシズムの測定 に関 して

はNPIが 既に開発 されているが、過剰警戒性の測定法に関しては、筆者の知る限 り信頼 し

得る尺度が未開発の ようである。その点 も、今後のナルシシズム研究にとって重要な課題で

あろう。
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AS加dyonNarcissisticPersonality

・lnRelat振mshipto正evelandInstabihtyofSelf・Esteem・

NaddAIZAWA

Thisstudyexaminedthe爬ladonsbetweennarcissisticpersonalityandself-esteem.

Basedonthepremisethatpositiverelationshipwouldbefbundbetweennarcissismandinstabilityof

self」esteem,thehypotheseswereasf辻)110ws:Highandunstablesel卜esteemisassociatedwithoblivious

廿aitofnalcissisticpersonalityandlowandunstableselfLesteemisassociatedwithhypervigilanttrait.

Asmeasuresofinstabilityofself-esteem,repeatedassessmentsofself-esteemandselfratedmethodof

instabilitywereadministeredtothesu切ects.NarcissisticPersonalityInventoryand"Ta輔in-kyofU

(FearofinteΦersonalrelationships)"Scalewereusedtoassessthetwotraitsofnarcissisticpersona1-

ity,obliviousandhypervigilant,seeninnon-clinicalpopulation.Thehypotheseswerepart豆ysupporト

edutilizhlgrepeatedassessments.However,findingsffomself-ratedinstabilityindicatedcontradicto-

ryresults.Thefindingswerediscussedfh)mtheperspectiveofthedefbnsemechanism,andfUrIher

explorationwasaddressed.


